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開
会
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
ホ
ッ
プ
グ
ッ
ド
Ｅ
Ｉ
会

長
は
、
総
会
参
加
者
を
歓
迎
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
い
て
も
、
質

の
高
い
公
教
育
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に
粘
り
強
く

と
り
く
ん
だ
教
職
員
の
勇
気
と
努
力
を
称
え
ま
し

た
。
ま
た
、「
公
的
資
金
を
最
も
必
要
と
さ
れ
る
と
こ

ろ
に
充
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
質
の
高
い
学

習
環
境
に
お
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
」
政
府

に
要
求
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
公
共
の
利
益

の
た
め
に
投
資
す
る
こ
と
は
民
主
主
義
の
基
礎
で
あ

り
、「
十
分
な
教
員
養
成
を
受
け
、
十
分
な
報
酬
を
得

た
教
員
に
よ
る
質
の
高
い
公
教
育
ほ
ど
優
れ
た
投
資

は
な
い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。 

 
エ
ド
ワ
ー
ズ
Ｅ
Ｉ
事
務
局
長
は
、
総
括
報
告
の
中

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
で
様
変
わ
り
し
た
教
育
環
境
、
教
職
員
の

労
働
環
境
や
条
件
、
世
界
中
で
深
刻
化
す
る
人
権
・

労
働
組
合
権
や
民
主
主
義
へ
の
攻
撃
、
武
力
紛
争
、

難
民
や
移
民
の
急
増
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
Ｅ
Ｉ
の
と
り
く
み

へ
の
加
盟
組
織
の
結
集
や
連
帯
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
質
の
高
い
教
育
、
教
職
の
向
上
や
民
主
主
義
の

擁
護
に
向
け
て
教
職
員
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。 

Ｅ
Ｉ
Ａ
Ｐ
（
教
育
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
）
地
域
議
長
で
あ
る
瀧
本
日
教
組

中
央
執
行
委
員
長
は
、
総
括
報
告
に
関
す
る
討
論
に

お
い
て
、
教
育
予
算
の
不
足
や
教
職
員
不
足
、
長
時

間
労
働
、
労
働
組
合
権
の
侵
害
、
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
の
深
刻
化
な
ど
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
教
職

員
組
合
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
気
候
変
動
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

は
、
社
会
に
お
け
る
公
正
な
移
行
を
推
進
す
る
こ
と

が
大
切
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
気

候
変
動
教
育
を
組
み
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
た
め
に
は
、
教
育
シ
ス
テ
ム

は
教
職
員
の
賃
金
労
働
条
件
を
見
直
し
、
気
候
危
機

に
関
す
る
教
職
員
の
知
識
と
専
門
性
を
開
発
で
き
る

よ
う
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
と
め
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
深
江
青
年
部
長
は
、
Ｅ
Ｉ
の
ジ
ョ
ン
・
ト

ン
プ
ソ
ン
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、
韓
国
や
台
湾
、
モ
ン
ゴ
ル
の
な
か
ま
と
の
学

習
や
意
見
交
流
を
通
し
て
、
教
職
員
組
合
の
本
質
や

各
国
の
考
え
方
の
違
い
な
ど
を
学
ん
だ
経
験
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
友
に
学
ぶ
・
共
に
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ‐

Ｋ
Ｅ
Ｎ
（
青
年
教
育

実
践
交
流
集
会
）
や
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
視

点
や
ス
キ
ル
も
学
べ
る
「
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
、
Ｊ
Ｔ
Ｕ
の
と
り
く
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

７
月

11
日(

火)

～

13
日
（
木
）
、
日
本
教
職
員
組
合
が
加
盟
す
る
教
育
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｅ

Ｉ
）
は
、
「
組
合
の
拡
大
、
教
職
の
向
上
、
民
主
主
義
の
擁
護
」
を
テ
ー
マ
に
第
９
回
世
界
総
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。 

＝教職員は、公教育を守り、教職を高めるためにつながろう！＝ 

スーザン＝ホップグッドＥＩ会長 

https://www.ei-ie.org/en/item/27824:ei-9th-world-congress-educators-connect-to-defend-public-education-and-elevate-the-profession 

採
用
試
験
対
策
学
習
会
開
催 

 ◆
第
５
回
臨
採
者
学
習
会 

 
 
‐

採
用
試
験
対
策
講
座
⑤‐

 

７
月
８
日
（
土
）
午
後
、
神
戸
市
教
育
会
館
に

お
い
て
第
５
回
採
用
試
験
対
策
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
例
年
通
り
一
次
試
験
・
一
般
教
養
の
模

擬
試
験
を
実
施
し
、
出
題
者
よ
り
の
解
説
、
質
疑

応
答
等
を
行
い
ま
し
た
。 

次
回
は
８
月
６
日
（
日
）
に
二
次
試
験
に
向
け

て
の
個
人
面
接
お
よ
び
模
擬
授
業
の
練
習
を
行

い
ま
す
（
裏
面
参
照
）。 

な
お
、
一
次
試
験
に
合
格
さ
れ
た
組
合
員
の
方

に
つ
い
て
は
、
面
接
・
模
擬
授
業
練
習
の
個
別
対

応
を
行
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 ◆
技
能
労
務
職
員
採
用
試
験
に
向
け
た 

学
習
会
・
相
談
会 

 

長
年
の
交
渉
の
結
果
、
技
能
労
務
職
員
（
校
務

員
）
の
採
用
再
開
が
実
現
し
、
６
月
14
日
に
実

施
要
項
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
７
月
９
日
（
日
）
午
前
、
神
戸

市
教
育
会
館
に
お
い
て
、
学
習
会
・
相
談
会
を
実

施
し
ま
し
た
。 

教
員
採
用
試
験
と
同
じ
く
、
一
次
試
験
合
格
者

の
面
接
練
習
の
場
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。 

 ※
学
習
会
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

兵高教 今後の主な日程 
 
◆第 6回臨採者学習会 ‐採用試験対策講座‐ 

 ※右参照 
 
◆第７回臨時・非常勤教職員等全国交流集会 

 とき ８月２６日（土）１３:００～１７:００ 

ところ：日本教育会館９階「平安」（全体会会場）、他 
 

◆阪神支部総会・分会交流会 

とき ９月２日（土）１４:３０～１６:３０終了予定  

ところ 尼崎市立小田南生涯学習プラザ 

※詳細は書記局までお問い合わせください。 

学校現場の働き方改革に関する意識調査（Web調査） 
 
４月に文科省が公表した「教員勤務実態調査 速報値」では、これまでの

日教組・連合総研調査と同様に、依然として時間外労働時間が過労死ライ

ン(月80時間)越えの超勤実態が明らかとなりました。現場からは働き方改

革の成果が実感できないとの声が多く、長時間労働は喫緊の課題です。 

中教審「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師の確保のための環境

整備に関する総合的な方策について」特別部会では、6月26日から具体的

な審議が行われています。主な論点は、①更なる学校における働き方改革、

②教師の処遇改善、③学校の指導・運営体制の充実、が挙げられており、

来年度始めには答申を予定しています。 

一方学校現場では、年度当初からの欠員に加え、精神疾患による休職者や

早期退職者の増加により、教職員の未配置の状況はますます厳しくなって

います。長時間労働是正は喫緊の課題です。 

実感できる学校の働き方改革には、業務削減・定数改善による長時間労働

の是正をすすめ、だれもが安心して働き続けられる勤務環境整備が極めて

重要です。 

また、事務職員・学校栄養職員等の超勤・休日出勤に対する職場全体での

36協定の締結・遵守についても、引き続きとりくむ必要があります。 

アンケート結果は、「学校現場の実態」として、社会に発信するとともに、

中教審への意見反映、文科省や教育委員会との交渉・協議に活用し、「実感

できる働き方改革」へとつなげます。昨年は、全国で9,702人のみなさん

にご協力をいただきました。６年目となる今年度もこのアンケートを通し

て、現場の実態や課題を把握し、今後の文科省や各自治体での交渉・協議

におけるエビデンスとして、また、社会的対話の促進に活用するため、Web

調査を実施します。 

みなさまのご協力をお願いいたします。 
 
回答期間：８月２１日（月）まで 

 
 
https://rcky.org/c/index.php/376328?lang=ja 

 
※上記URLから回答ページに入るか、または右の 

二次元コードを読み取り回答してください。 
 
※設問は14問で回答所要時間は20分程度です。 

    （回答内容によって、不要な設問は省かれます。）  

※個人名・学校名が特定されることはありません。 

※調査は労働調査協議会に業務委託しています。 

高校生平和大使を支援する兵庫県実行委員会第4回総会 
第25代高校生平和大使報告会・第26代結団式報告会 
６月 25日（日）午後、のじぎく会館において高校生平和大

使を支援する兵庫県実行委員会第4回総会および第25代高校

生平和大使報告会・第26代結団式報告会が行われました。 

第25代高校生平和大使の長冨日向さん（甲南女子高校3年）

およびサポーターのみなさんから、1年間のさまざまなとりく

みについて報告が行われた後、新たに第 26代高校生平和大使

に選出された松尾美雨さん（武庫荘総合高校 3年次）より、6

月10日・11日に広島で行われた第26代の結団式について報

告があり、今年のとりくみに向けての決意が述べられました。 

兵庫県では 2020 年度の第 23 代から選出を行っています

が、新型コロナウイルス感染症による行動制限により、ジュネ

ーブの国連欧州本部訪問は一度も実現していませんでした。今

年度はようやくジュネーブ派遣が再開されることとなり、兵庫

から初めて送り出すことになります。派遣費用は高校生平和大

使の活動に賛同していただける市民のみなさまの大衆カンパ

によって賄われます。第 37回定期大会の場でも松尾さん自身

からカンパのお願いをさせていただきましたが、引き続きご支

援をお願いします。 

https://rcky.org/c/index.php/376328?lang=ja

